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昨年のIOC総会において、2016年リオデジャネイロオリンピックから、ゴルフが正式種目に採用されることが決議されました。ゴルフが、真のスポーツであることを世界が認知したと言えます。

現在、我が国のゴルフの参加人口は、約1000万人を越えており、今や国民のスポーツとして定着しております。競技スポーツとして、観戦スポーツとして、また国民生活の更なる充実のための余暇活動のスポーツとして、最近では障害者のリハビリのためのゴルフとしても、ジュニアから高齢者に至るまで幅広い年代に愛されております。
特にゴルフは、エチケットやマナーが最も重要視されるスポーツであり、プレーを通し社会生活に必要な道徳や常識を備え、青少年の人格形成の手助けになり、教育面でも影響力が多大であると言えます。

また、文科省では「新たなスポーツ文化の確立」を掲げており、その一環として「ライフステージに応じたスポーツ機会の創造」を目指しております。これからますます高齢化社会が進展していく中にあって、「余暇活動の充実」・「心身の健康増進」は、福祉医療費の節減という面からしても我が国に於いては非常に重要なテーマであり、無理なく長期間プレー出来るゴルフは、まさに格好の生涯スポーツでもあると言えます。
これまでは、ゴルフは贅沢な遊びといったような誤ったイメージで認識されたり報道されたりもしておりましたが、このオリンピックを契機に、ゴルフを真のスポーツとして、そのステータスを確立するための超党派の議員連盟を設立いたしました。
　趣旨にご賛同の皆様のご入会を戴き度く、ご案内申し上げます。
